
　

こ
の
た
び
、
町
会
連
合
会
会
長

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

英
知
と
判
断
力
が
必
要
な
こ
の

役
、
精
一
杯
努
力
し
、
任
を
果
た

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
村
地
区
の
拠
点
施
設
と
し
て

出
張
所
、
公
民
館
、
福
祉
ひ
ろ
ば

が
連
携
し
て
地
域
づ
く
り
に
当
た

る
「
新
村
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平

成
26
年
度
末
に
住
民
主
体
で
の

地
域
づ
く
り
を
目
標
に
つ
く
ら
れ

た
「
あ
た
ら
し
の
郷さ
と

協
議
会
」
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
４
部
会
体
制
の

も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

住
民
の
皆
様
や
各
部
所
の
皆
様
へ

の
周
知
、
理
解
が
、
ま
だ
ま
だ
得

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
状
を
改
善

す
る
べ
く
、
町
会
連
合
会
と
し
て

は
意
志
疎
通
、
連
携
を
深
め
て
い

こ
う
と
考
え
ま
す
。
い
つ
も
人
に

や
さ
し
く
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
新
村
地

区
を
求
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
町
会
連
合
会
へ
の
ご
理

解
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
28
年

熊
本
地
震
は
地

元
の
人
々
に
とっ

て
、青
天
の
霹

靂
で
あ
っ
た
。そ

も
そ
も
地
震
の

少
な
い
九
州
で

震
度
７
を
記
録

し
た
の
は
観
測

史
上
初
め
て
だ

▼
今
回
に
限
ら
ず
被
災
地
で
は「
ま

さ
か
こ
こ
で
」と
い
う
声
が
聞
か
れ

る
。ど
こ
で
も
大
地
震
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
、行
政
や
専
門
家
は
折

に
触
れ
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。に

も
か
か
わ
ら
ず
被
災
地
か
ら
遠
く

離
れ
た
場
所
で
は
他
人
事
の
よ
う

に
考
え
て
し
ま
う
▼
牛
伏
寺
断
層

の
地
震
発
生
確
率
は
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
と
い
う
嬉
し
く
な
い
デ
ー
タ
が

あ
る
。こ
こ
も
い
つ
大
地
震
が
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
。そ
の「
いつ
か
」は

今
日
か
も
し
れ
な
い
。分
かって
は
い

る
が
、そ
れ
で
も
五
十
年
、百
年
後

か
も
し
れ
な
い
、と
思
い
た
い
の
は
仕

方
が
な
い
こ
と
だ
ろ
う
▼
今
回
の
地

震
で
防
災
への
機
運
は一時
的
に
高

ま
る
だ
ろ
う
。そ
の
意
識
を
い
か
に

継
続
さ
せ
る
か
が
重
要
だ
。備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
。も
う
一度
家
の
中

を
見
渡
し
、家
族
で
話
し
合
う
こ
と

が
肝
心
だ
。そ
ん
な
知
識
や
準
備
は

無
駄
だ
と
思
って
も
構
わ
な
い
。無

駄
に
なって
欲
し
い
努
力
を
続
け
る

の
が
防
災
な
の
だ
か
ら
。

岩崎神社の入学祭　ー学業成就と学校生活の安全を祈願してー

　

昨
年
度
は
新
規
事
業
や
復
活
事

業
の
多
い
年
で
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
あ
た
ら
し
の

郷
協
議
会
の
活
動
が
本
格
的
に
始

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
十
数
年
中
断

し
て
い
た
中
部
縦
貫
自
動
車
道
協

議
会
の
活
動
が
再
開
し
た
り
、
平

成
19
年
度
に
松
本
市
か
ら
防
災
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
、
構

築
し
た
防
災
組
織
が
、
あ
た
ら
し

の
郷
協
議
会
と
も
関
連
し
て
、
見

直
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

色
々
な
お
立
場
の
役
員
さ
ん
や

地
域
の
方
に
、
何
か
と
ご
尽
力
や

お
力
添
え
を
頂
き
、
多
く
の
事
業

を
並
行
し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

前
町
会
連
合
会
長

山
口
　
茂

新町会連合会長
新村　芳男

28
年
度
の
町
会
長
紹
介

【
町
会
長
】

上
新
東
　
土
屋
　
元
二

上
新
西
　
酒
井
　
賢
司（
監
事
）

根
　
石
　
中
澤
　
征
記

安
　
塚
　
川
久
保
仁
是（
会
計
）

山
　
王
　
青
木
　
基
樹（
副
会
長
）

南
新
中
　
上
條
　
誠
司

南
新
東
　
輿
　
　
達
雄（
副
会
長
）

東
　
新
　
小
野
今
朝
喜（
監
事
）

北
新
中
　
新
村
　
芳
男（
会
長
）

北
新
南
　
新
村
　
弘
利

北
新
西
　
水
野
　
邦
章

北
新
東
　
原
田
　
　
裕

下
新
南
　
久
保
田
　
睦

下
新
北
　
岩
間
　
克
博

退
任
の
あ
い
さ
つ

新
町
会
連
合
会
長
あ
い
さ
つ

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
看
板
設
置

　

こ
の
４
月
、玄
関
ポ
ー
チ
に
「
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
の
看
板
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
文
字
は
北
新

東
の
渡
辺
信
恵
先
生
に
筆
を
揮ふ
る

っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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平成 28 年 5月１日現在
人　口　3,305人
世帯数　1,279世帯



　

４
月
19
日（
火
）
美
術
館
め
ぐ

り
が
行
わ
れ
、
今
年
度
の
も
の
ぐ

さ
大
学
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
22
名
が
参
加
し
、
長
野

県
信
濃
美
術
館
と
高
橋
ま
ゆ
み
人

形
館
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

信
濃
美
術
館
で
は
「
ジ
ブ
リ
の

立
体
建
造
物
展
」
を
鑑
賞
、
建
造

物
の
緻
密
さ
と
、
そ
の
中
に
ち
り

ば
め
ら
れ
た
作
者
の
こ
だ
わ
り
が

見
て
取
れ
、
映
像
制
作
の
奥
深
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
形
館
で
は
表
情
豊
か
な
一
体

一
体
の
人
形
が
リ
ア
ル
な
生
活
感

を
漂
わ
せ
、
作
者
の
観
察
力
と
描

写
力
に
感
嘆
し
ま
し
た
。

　

も
の
ぐ
さ
大
学
で
は
今
年
度
も

様
々
な
講
座
を
通
し
て
、
自
由
な

学
び
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
恒

例
の
美
術
館
め
ぐ
り
。
今
年
度
も

い
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
農
政
課
か
ら
の
異
動

に
よ
り
新
村
出
張
所
へ
配
属
と
な

り
ま
し
た
。

　

出
張
所
勤
務
は
初
め
て
で
は
あ

り
ま
す
が
、
気
軽
に
入
れ
る
窓
口

を
目
指
し
、
皆
様
と
一
緒
に
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

前
出
張
所
主
事
　
長
澤
　
靖

　

新
村
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
、
一

年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
度
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に

異
動
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
ご
要
請
を
い
た
だ
き

館
報
編
集
委
員
と
な
り
ま
し
た
上

條
詠
一
で
す
。
現
役
の
頃
は
、
地

元
を
離
れ
た
勤
め
で
あ
っ
た
た

め
、
こ
れ
を
機
会
に
新
村
を
再
発

見
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
館
報
編
集
委
員
に

な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
読
ん

で
頂
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
館
報
編
集
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
村
地
区
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
運
営
委
員
】

　

運
営
委
員
長

	
新
村　

芳
男

　

副
運
営
委
員
長

	

山
田　

泰
雄

　

町
会
連
合
会
副
会
長

	

青
木　

基
樹

　

町
会
連
合
会
副
会
長

	

輿　
　

達
雄

　

町
内
公
民
館
長

　

上
新
東	

真
木　

憲
雄

　

上
新
西	

山
田　

泰
雄

　

根　

石	

輿　
　

正
一

　

安　

塚	

野
口　

義
輝

　

山　

王	

宮
﨑　

由
雄

　

南
新
中	

和
泉　

幸
雄

　

南
新
東	

新
村　
　

正

　

東　

新	

田
野
口　

弘

　

北
新
中	

花
村　

幸
夫

　

北
新
南	

入
膳　

義
浩

　

北
新
西	

長
岡　

義
一

　

北
新
東	

原
田　

泰
明

　

下
新
南	

太
田　

正
寿

　

下
新
北	

黒
田　

由
三

　

芝
沢
小
学
校
長

	

飯
沼　

秀
文

　

高
綱
中
学
校
長

	

石
井　

良
治

　

新
村
保
育
園
長

	

日
南
田
惠
子

　

児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

	

白
田　

優
子

　

芝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

	

宮
澤　

憲
治

　

高
綱
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

	

岩
田　
　

尚

　

保
育
園
保
護
者
会
長

	

岡
田
恵
梨
香

　

体
育
協
会
長

	

関　
　

徳
雄

　

館
報
編
集
委
員
長

	

川
合　

文
明

　

図
書
委
員
長

	

土
屋
ま
ゆ
み

　

視
聴
覚
委
員
長

	

花
村　
　

信

　

子
ど
も
会
育
成
会
長

	

山
田　

一
男

　

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長

	
松
田　
　

樞

　

福
祉
ひ
ろ
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

	

宮
下　

幸
江

	

乾　
　

文
子

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長

	

輿　
　

博
美

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
村
会
長

	

手
塚　

以
久

　

前
町
内
公
民
館
長
会
長

	

輿　
　

勝
登

【
館
報
編
集
委
員
】

　

南
新
東	

向
山　

瑞
恵

　

上
新
西	

関　
　

久
恵

　

下
新
南	

武
井　
　

剛

　

南
新
東	

乾　

佐
和
子

　

	

宮
田　

結
美

　

根　

石	

輿　
　

賢
次

　

山　

王	

上
條　

詠
一

　

東　

新	

平
原　

美
香

　
（
全
市
版
編
集
委
員
）

　

山　

王	

山
口　
　

茂

【
体
育
委
員
】

　

東　

新	

篠
之
井
洋
彰

　

安　

塚	

山
田　

雄
一

　

南
新
中	

青
木　

秀
行

　

南
新
東	

手
塚　

修
二

　

下
新
南	

武
井　
　

剛

　

北
新
中	

松
宮　

俊
夫

【
図
書
委
員
】

　

北
新
西	

本
多　

典
子

　

山　

王	

郷
津
亜
希
子

　

南
新
東	

波
多
腰
み
つ
子

　

東　

新	

田
中　

順
子

　

上
新
東	

北
林
喜
美
子

【
視
聴
覚
委
員
】

　

北
新
東	

浅
川　

安
治

　

上
新
西	

関　
　

徳
雄

　

安　

塚	

川
久
保
勝
義

　

北
新
西	

新
田　

諄
明

　

下
新
北	

北
原　

剛
弘

　

北
新
東	

原
田　
　

裕

【
も
の
ぐ
さ
大
学
理
事
】

　
北
新
西	

新
田
　
諄
明

　
下
新
北	

川
合
　
文
明

　
南
新
中	
上
原
　
哲
郎

　
山
　
王	
上
條
　
貴
子

　
北
新
東	

浅
川
　
安
治

　
北
新
南	

入
膳
　
尊
子

　
根
　
石	

久
保
田
和
孝

　
下
新
北	

田
中
　
雅
美

　
下
新
北	

山
下
　
陽
一

	

（
理
事
長
）

　
北
新
東	

原
田
　
　
裕

　
山
　
王	

山
口
　
　
茂

【
新
村
公
民
館
職
員
】

　

館　

長	

関　
　

成
任

　
館
長
補
佐	

清
水
口　

功

　

主　

事	

田
邊　

健
史

　

嘱　

託	

川
上　

良
野

【
新
村
地
区
担
当
保
健
師
】

　

主　

任	

齋
藤　

美
和

公
民
館
委
員

も
の
ぐ
さ
大
学

美
術
館
め
ぐ
り

　

４
月
14
日
以
降
、
熊
本
県
と
大

分
県
で
相
次
い
で
地
震
が
発
生

し
、
熊
本
地
方
で
は
最
大
震
度
７

を
２
回
観
測
、
両
県
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

被
災
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
心
か

ら
の
お
見
舞
い
と
復
興
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

人

往
事

来

平
成
28
年
熊
本
地
震

新出張所主事
伊藤　明

めい

子
こ新編集委員

上條　詠一

新編集委員
輿　賢次

新編集委員
平原　美香

新
編
集
委
員
紹
介

高橋まゆみ人形館にて
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